
 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

１ 単元の目標 

継続的に生き物を飼育する活動を通して、生き物の生態、変化や成長の様子について考え、そ

れらが生命をもっていることや成長していることに気付くとともに、生活上必要な習慣や技能を

身に付け、生き物に親しみをもち、大切にすることができるようにする。 

 

２ 単元の評価規準 

単元の 

評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

継続的に生き物を飼育する
活動を通して、生き物が生
命をもっていることや成長
していることに気付くとと
もに、生活上必要な習慣や
技能を身に付けている。 

継続的に生き物を飼育する
活動を通して、生き物の生
態、変化や成長の様子につ
いて考え、表現している。 

継続的に生き物を飼育す
る活動を通して、生き物に
親しみをもち、大切にしよ
うとしている。 

小

単

元

に

お

け

る

評

価

規

準 

１ 
 

 ① 虫などの身近な生き物
について、知っているこ
とを表現したり、伝え合
ったりしている。 

① 虫などの身近な生き
物について、自ら進ん
で関心をもち、関わろ
うとしている。 

２ 
 

① それぞれの生き物には、
それぞれに適した生活
環境があることに気付
いている。 

② 飼いたい生き物のすみ
かやえさについて、その
生き物の特性を考えな
がら、工夫して用意して
いる。 

 

３ 
 

② 生き物には、変化や成長
があることに気付くと
ともに、継続的に世話を
することの大切さに気
付いている。 

 
③ 生き物の変化や成長に

ついて、継続的に観察
し、状態に応じて工夫し
て世話をしている。 

③ 生き物の変化や成長の
様子について継続的に
観察し、これまでの様子
とも比べながら、気付い
たことを表現している。 

 

 

４ 
 

 ④ これまでの活動につい
て振り返り、したこと
や、もっとやってみたい
ことなどを表現したり、
伝え合ったりしている。 

② 生き物の世話をする
ことや生き物のいる
生活について、自ら進
んで関心をもち、親し
みをもって生き物と
関わっていこうとし
ている。 

ＩＣＴ活用事例 B２（調査活動） C２（協働での意見整理） 

小学校２年・生活 「小さな友だち」 内容（７） 
使用機器：大型ディスプレイ 

使用したソフトや機能：学習支援ソフト、ホワイトボードソフト、カメラ機能   

ファイル共有、ウェブブラウザ 

〈ＩＣＴ活用のポイント〉 

① カメラ機能で写真を撮り、ホワイトボードソフトで配付したワークシートに貼り

付ける。雨天時は、次の活動に向けて、インターネット検索を行う。 

② 学習支援ソフトで、配信・回収することで、個々の作品をファイル共有する。 



 

 

３ 単元について 

児童は、１年次に「いきものとなかよし」の単元で、学校にいる生き物と関わり、チョウの幼虫

や成虫、カエル等を捕まえて観察し、親しんできた。児童は、捕まえた生き物を様々な方向から観

察し、たくさんの発見をした。休み時間に虫捕りをする様子も見られ、生き物への関心が高まった。  

本単元の「小さな友だち」では、１年次の経験をもとに学校周辺にいる生き物を想起し、探すと

ころから始まり、実際に捕まえて継続的に飼育する活動に取り組む。継続的に飼育をするためには、

食べ物やすみかを適切に整える必要が出てくる。不適切な環境では、生き物がすぐに息絶えてしま

う。自分の捕まえた生き物が快適に暮らせる環境について調べたり整えたりする活動を通して、生

き物の様子の変化や生命に気付き、それらを大切にしようとする思いが出てくるだろう。 

指導にあたっては、児童の見付けたい、飼ってみたい、調べたいという思いや願いを大切にしな

がら学習を進めていきたい。そのためには、校庭を探検したり、生き物の育て方について調べたり、

生き物を継続して飼ったりする活動を取り入れる。また、学習過程の記録を撮ったりそれを使って

自分の学習を振り返ったりする場面では、積極的にＩＣＴを活用して、学習に生かしていきたい。 

 

4 指導と評価の計画（１２時間）   

小単元名 学習活動 
評価
規準 

評価方法・備考 

１ 
何がいるか
な、どこに
いるかな 
（２） 

・身近な生き物について知っていることを出
し合い、学校にいそうな生き物を考える。 

・校庭に出て、カメラ機能で生き物の写真を
撮り、ワークシートに記録する。 

・各自の記録を見ながら、学校にいる生き物
を確認し、学習の計画を立てる。 

 
 
 
 
態① 
思① 

※1 人１台端末の基本操
作や使用上の留意点は
事前に指導をしておく。 

 
・行動観察・発言分析 
・ワークシートの分析 

２ 
かってみた
いな、でき
るかな 
（４） 

・生き物のいた場所の様子について話し合い、
学校マップにまとめていく。 

・マップをもとに、飼いたい生き物を決め、
それらのすみかやえさについて本やインタ
ーネット検索で調べる。 

・環境を整え、生き物を捕まえにいく。 

思② 
 
知① 

・行動観察・発言分析 
 
・行動観察 

３ 
よく見ると
おもしろい
よ 
（４） 

・生き物のすむ環境に目を向け、すみか等を
整えながら、継続的に生き物の世話をする。 
（常時活動） 

・生き物の成長の様子や友達に伝えたい驚き
などを写真や動画に記録しておく。 

・生き物の成長の様子や変化について、思っ
たことや気付いたことを表現し共有する。 

思③ 
 
 
知② 
 ③ 

・行動観察・発言分析 
・動画及びワークシート
の分析 

・行動観察 
・振り返りの記述の分析 
 

４ 
みんな生き
ている 
（１） 

・これまでの活動を振り返り、活動したこと
や、もっとやってみたいことなどを伝え合
う。 

態② 
 
思④ 

・行動観察 
 
・行動観察 

 

5 ＩＣＴの効果的な活用について  

  本単元を通じて、カメラ機能を活用した。児童が、撮った写真をホワイトボードソフト上のワー

クシートに貼り付け、それを教師が学習支援ソフトで集約した。提出したワークシートを大型ディ

スプレイで見合うことで、個々の児童の気付きを全体で共有することができた。また、雨天時は、

インターネット検索をして生き物について調べ、晴天時と比較した。 

低学年の児童にとって、よく見てそれを絵や文で表したり、気付いたことを友達に話して伝えた

りする表現活動はとても大切である。見たものや感じたことから自分の気付きを伝えるために、写

真を撮って見せたり、印を付けて示したりなど、児童にとっての表現方法に広がりが見られた。 


